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序

　気象庁は国家事業として気象を観測し，日々の観測値を予・警報の基礎として活用し，気象情

報を提供してきた。各種の観測データはまた行政施策の基礎資料として利用され，さらに多方面

の研究にも活用されてきた。こうした高精度の観測データがすでに100年以上に亙って蓄積され

ている。蓄積された各種の観測データは，近年深刻な問題として指摘されはじめた地球環境の変

化に対して，質・量ともにその変化を調べる上での貴重な資料であることが再認識されている。

長期に亙る高品位のデータからは，さらに創造的な加工によって，より高次の情報をくみ出すこ

とができる。

　この報告はすでに蓄積された気象庁の観測データをもとに，秋山孝子博士のすぐれた洞察力と

実践によって加工され，日本の降水特性を物語る高次のデータ集となっている。例えば従来曖昧

であった西日本と東日本の梅雨期の降水特性の違い，秋雨期の時期と空間分布の特徴などが明瞭

に示されている。つまりこの報告では，加工されたデータそれ自身が自然の仕組みを語り始めて

いる。

　優れた特徴を持っこの報告が日本に於ける各季節の大気特性や降水をもたらす擾乱の特徴を研

究するための基礎資料として，さらに気候変動を知るための基礎データとして広く活用されるこ

とを期待したい。気象学をはじめとする環境科学の分野のみならず，降水とかかわりの深い各種

工学の分野にも貴重な資料になるものと思われる。さらにこの報告がきっかけとなって，他の気

象要素にっいてもこうした高次のデータベースが構築されることを期待したい。

　貴重な成果を公表された秋山博士の努力と誠意に対し敬意を表すると共に，この信頼できるデー

タ集を利用者の一人として有効に活用させていただく所存である。

平成5年2月

気象衛星・観測システム研究部長　　田　中　　豊　顕
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要 ヒ
日

　日本に於ける降水日の出現率に注目した統計である。資料は1961～1990年の気象庁月報駕記載

されている気象官署118地点の日降水量である。統計値は30年間（沖縄県の4地点は1964～1990

年の27年間）の5日平均で示す。降水日の定義は降水現象のあった日（≧Omm／day）とし，降

水日の出現率・継続した降水日の出現率・降水量の階級別に見た降水日の出現率，降水日の平均

日降水量などを地点別に求め，図及び表で示した。一部の統計値に就いては空間分布図も掲載し

てある。

　統計結果から，日本列島における降水域の年間を通しての変動状況，梅雨期と秋雨期の降水日

の出現頻度や日降水量の比較，降水日の出現頻度や日降水量に見られる地域性・局地性などを簡

単に解説した。

　この統計は，秋雨期の時期および空間分布の特徴，西日本と東日本の梅雨期の降水特性の違い，

北海道の梅雨期の有無など，従来曖昧であった日本の降水に関する様々な特徴を数値的に明らか

にした。

　ここで示した統計結果は降水に関する基礎的資料として，気候変動の予測や予報技術の開発に

利用しうるだけでなく，日本列島およびその近傍の大気や擾乱の特性，その時間的変化などの研

究にも有用であろう。
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Abstract

　　　　A　statistical　study　is　made　of　the　appearance　frequency　of　precipitating－days　in　the　Japan

Islands・Thedailyprecipitati・ndataduringthe30－yearperi・d・f1961－1990areusedat114

　　meteorological　observation　stations　of　JMA，and　those　during　the27－year　period　of1964－1990

　　are　used　at4stations　（Station　Number47918－47945）in　Okinawa．In　this　study，the

　　precipitating－day　（P－D）is　defind　as　a　day　in　which　precipitation　was　recorded，that　is，days

　　with　precipitation≧O　mm／day．Statistical　elements　in　this　study　are　the　following．

　　　　L　P－D：Appea：rance　frequency　of　P－D

　　　　2．3CP－D：Appearance　frequency　of　days　when　P－D　continued　for3days　or　more

　　　　3。5CP－D：Appearance　frequency　of　days　when　P－D　continued　for5days　or　more

　　　　4，PIl　Appearance　frequency　of　days　with　precipitation≧1mm／day

　　　　5．P5：Appearance　frequency　of　days　with　precipitation≧5mm／day

　　　　6．P10：Appearance　frequency　of　days　with　precipitation≧10mm／day

　　　　7．P30：Appearance　frequency　of　days　with　precipitation≧30mm／day

　　　　8．Daily　precipitation　amounts　averaged　on　P－Ds

　　　　9．Daily　precipitation　amounts　averaged　on　all　Days

，　　The　statistical　results　are　shown　by　the5－day　mean　of30－year　（for　stations　in　Okinawa27－

　　year）．Figures　and　tables　of　the　results　are　shown　for　the118stations。Some　results　are

　　shown　by　maps．

　　　　Examining　the　statistical　results，brief　descriptions　are　presented　on　the　time　variations　of

　　the　precipitation　area　through　the　yeεlr，differences　in　the　appearence　frequency　of　P－D　and

　　daily　precipitation　amounts　between　the“Baiu　period”　（the　pre－summer　rainy　season　in

　　Japan）and　the“Akisame　period”（the　early　autumn　r厚iny　season　in　Japan），regional　and

　　local　characteristics　of　tねe　appearance　frequency　and　daily　precipitation　amounts　of　P－D．

　　　　This　study　gives（1uantitative　definitions　to　questions　which　are　related　to　the　precipitation

　　climate　of　Japan，e．g．，the　period　of　the“Akisame”season，the　spatia、1－variation　of　the

　　precipitation　zone　in　the“Akisame”　season，the　characteristic　differences　of　“Baiu”

　　precipitation　between　the　southwestern　part　a．n（l　the　northeastem　part　of　the　Japan　Islands，

　　the　existence　of　the“Baiu”season　in　Hokkai（10　（the　northern　part　of　Jεlpan，47401－47440），

　　and　so　on．

　　　　The　sta、tistical　results　will　be　useful　as　basic　data　for　experimental　observation，the
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simulation　of　climatic　change，the　development　of　the　forecast　technique　an（1

synoptic　situations　an（i（1isturbances　aroun（l　the　Japan　Islan（ls．

thestudyof
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